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世界平和地球村の建設と自然環境の保護

若
者
三
名
レ
ダ
に
新
風
！

三
名
の
青
年
（
下
條
君
、
山
口
さ
ん
、
増
田
さ
ん
）
が
、
日
本
を

五
月
十
四
日
に
発
っ
て
、
翌
日
パ
ラ
グ
ア
イ
の
首
都
、
緑
豊
か
な
ア

ス
ン
シ
オ
ン
に
着
き
、
十
九
日
に
遂
に
僻
地
レ
ダ
に
入
り
ま
し
た
。

今
頃
の
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
は
、
雨
期
が
終
わ
り
、
乾
期
に
入
り
、
気
温

も
朝
晩
は
涼
し
く
な
り
、
日
中
も
四
十
度
を
超
え
る
日
が
次
第
に
少

な
く
な
り
、
過
ご
し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
す
。

意
欲
的
な
彼
ら
は
、
早
速
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
分
担
を
日
本
人
現
地
メ

ン
バ
ー
た
ち
と
打
ち
合
わ
せ
ま
し
た
。

下
條
君
は
、
厚
木
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
工
場
で
勉
強
を
し
て
行
っ
た
経

験
で
早
速
豚
肉
を
使
っ
た
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
作
る
と
共
に
、
燻
製
（
く

ん
せ
い
）
作
り
、
山
口
さ
ん
は
、
ニ
ー
ム
を
使
っ
た
蚊
取
り
線
香
及

び
緑
肥
作
り
、
増
田
さ
ん
は
、
養
殖
の
パ
ク
の
世
話
や
、
ピ
ラ
ニ
ア
、

パ
ク
な
ど
の
魚
を
材
料
に
し
た
ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り
に
取
り
組
む
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
合
間
に
彼
ら
は
、
農
作
業
や
家
畜
の
世
話
な

ど
も
あ
り
、
時
に
は
日
本
の
食
材
を
使
っ
て
料
理
を
作
っ
た
り
、
溌

剌
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

。

豚肉を使ってのソーセージ完成！笑顔の下條君

若者三名レダに新風！



下條君、山口さんは三ヶ月の短期滞在の為、時間を有効に使えるよう必死です。また、増田さん
は八月末、第１３回国際協力青年奉仕隊を日本から迎え合流、青年奉仕隊の隊員としてトロパ
ンパの学校修理活動やミンガグアス市での植樹活動をして帰国する予定です。

以下、写真で彼らの姿を追ってみました。

緑肥造りの山口さん

レダで成長するニームの木 ニームで香取線香試作品

ニーム蚊取りもぐさ
魚肉でソーセージ作りの増田さん

豚肉の燻製品を美味

しく作った下條君

パラグアイ河で５０ｃｍを超えるパクを釣り上げて喜ぶ山口さんと増田さん

燻製器を製作する下條君と

完成した燻製器



パラグアイ大統領を迎えてレダのパク放流式典報告会

足立区北千住にて300名参加して川崎市溝の口にて150名参加して

五
月
三
日
、
パ
ラ
グ
ア
イ
大
統
領
が
初
め
て
レ
ダ
を

訪
問
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
レ
ダ
開
拓
十
四
年
の

継
続
的
、
計
画
的
な
活
動
の
結
果
で
し
た
。

レ
ダ
で
は
開
拓
後
、
一
年
目
か
ら
レ
ダ
自
体
の
生
活

環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
中
に
あ
り
ま
し
た
が
、
近

隣
の
村
の
発
展
の
要
で
あ
る
教
育
環
境
を
整
え
る
事
を

目
的
と
し
て
、
国
際
協
力
青
年
奉
仕
隊
を
組
織
し
ま
し

た
。
レ
ダ
近
郊
の
村
で
の
奉
仕
を
目
的
と
し
て
、
特
に

未
来
の
村
の
発
展
の
為
に
は
子
供
達
の
教
育
を
成
す
こ

と
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ
る
た
め
、
屋
根
に
穴
が
あ
り
、

授
業
も
安
定
し
て
出
来
な
い
学
校
の
修
復
、
建
設
を
成

し
て
来
ま
し
た
。

学
校
を
建
設
す
る
と
い
う
一
度
き
り
の
村
へ
の
援
助

で
は
な
く
、
学
校
環
境
を
整
え
る
た
め
、
学
校
の
周
り

に
植
林
を
し
て
来
ま
し
た
。

首
都
か
ら
八
〇
〇
ｋ
ｍ
離
れ
、
道
路
も
な
い
社
会
か

ら
隔
絶
し
た
辺
境
の
地
で
あ
る
た
め
、
ほ
と
ん
ど
、
政

府
も
関
心
を
示
す
こ
と
が
な
い
所
で
し
た
。
し
か
し
、

十
数
年
に
わ
た
る
私
た
ち
の
近
隣
へ
の
奉
仕
活
動
は
首

都
で
行
政
に
責
任
を
持
つ
方
々
に
も
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
昨
年
、
十
月
に
フ
ラ
ン
コ
大
統
領
に
大

統
領
府
で
お
会
い
し
、
直
接
、
国
際
青
年
奉
仕
隊
の
過

去
十
二
年
の
報
告
と
レ
ダ
に
お
け
る
活
動
の
報
告
を
す

る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

大
統
領
は
チ
ャ
コ
地
方
は
今
迄
見
捨
て
ら
れ
て
来
た

地
域
で
あ
り
、
そ
の
土
壌
の
難
し
さ
を
よ
く
知
っ
て
お

り
、
レ
ダ
の
開
拓
に
は
こ
と
の
ほ
か
、
関
心
を
持
っ
て

く
だ
さ
り
ま
し
た
。
特
に
レ
ダ
の
地
で
育
つ
ニ
ー
ム
の

木
の
群
生
を
見
て
、
大
変
驚
か
れ
、
そ
の
時
、
レ
ダ
を

是
非
、
訪
問
し
た
い
と
の
意
向
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
政
府
も
願
っ
て
い
た
パ
ク
の
孵
化
が
成
功
し

た
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
た
大
統
領
は
招
待
状
を
持
っ
て
い
っ

た
と
こ
ろ
、
即
座
に
式
典
に
参
加
し
た
い
と
言
わ
れ
、

私
た
ち
も
驚
い
た
ほ
ど
で
し
た
。
今
回
の
パ
ク
の
孵
化

の
成
功
と
多
く
の
方
々
の
支
援
の
下
で
、
活
動
を
継
続

出
来
た
過
去
十
三
年
の
歩
み
が
大
統
領
の
レ
ダ
訪
問
と

成
り
ま
し
た
。
（
柴
沼
記
）

中田レダ所長

フ
ラ
ン
コ
大
統
領
は
チ
ャ
コ
地
方
、
レ
ダ
に
て
今

後
の
チ
ャ
コ
地
方
の
発
展
に
つ
い
て
の
計
画
を
発

表
し
、
レ
ダ
に
て
記
念
の
植
樹
を
す
る
。

（
Ａ
Ｂ
Ｃ
新
聞

五
月
四
日
）

２０１２年１０月大統領官邸に訪問し、
国際協力青年奉仕隊の過去の歩みとレダ
開発の１３年を報告した時、大統領から
是非、レダを訪問したいとの意向があり、
今回、パク放流式典への参加となった。
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地
球
家
族
と
し
て

自
然
を
守
り
ま
し
ょ
う

南
北
米
福
地
開
発
協
会

会
員
の
募
集
中

南
米
、
パ
ラ
グ
ア
イ
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
地
域

へ
の
エ
コ
ツ
ア
ー

な
ら
び
に
植
林
活
動

を
通
じ
て

生
態
系
の
維
持
と
強
化
を
促
進
し
、
そ
の

地
域
を
モ
デ
ル
と
し
、

世
界
に
環
境
保
護
の
大
切
さ
を

訴
え
て
い
ま
す
。

会
費
は
月
五
〇
〇
円
、
毎
月
、
パ
ン
タ
ナ
ー

ル
通
信
を
送
り
ま
す
。

ま
た
、

各
種
の
セ
ミ
ナ
ー
、
エ
コ
ツ
ア
ー
等
の

案
内
を
い
た
し
ま
す
。

第１３回青年奉仕隊支援のお願い！！
第13回は日本からは１２名、そして南米から5名の青年で１７名の隊員で構成される
予定です。
政府も対応が出来ない僻地、トロパンパ村への支援（文具、書籍、机、椅子、学校の
修復）１２０００ドル（１２０万強）、そして森林を破壊し、人工的に造ったミンガ
グアス市の緑化活動のための苗木の準備等（２００万円）が必要になります。

多くの方から暖かい支援が集まって来て居りますが今年に入り、急激な円安とパラグ
アイ通貨ガラニに対しドルが安くなり、昨年の２５％以上の経費が必要になっており、
旧年に増して皆様のご協力が必要になって来ております。
昨年はマリア村で学校の屋根の修復を行い、下記の新聞の記事が全国版に載り、国際
協力青年奉仕隊の活動が日本とパラグアイの友好のために寄与するようになっていま
す。奉仕の活動のみならず、パラグアイ滞在中、多くの人との文化交流の中で世界平
和地球村の建設と人類一家族社会の実現のため歩んでいますので皆様の内外の協力を
お願いします。
支援金の送り先： 郵便口座 １０１８０－７７６８０４７１ 代表 柴沼邦彦

マ
リ
ア
村
の
小
学
校
は
一
年
前
の
暴
風
雨
に
よ
り
、
屋
根

が
完
全
に
飛
ば
さ
れ
、そ
れ
以
後
、学
校
で
の
授
業
は
出
来

な
い
ま
ま
で
し
た
が
、南
北
米
福
地
財
団
の
支
援
に
よ
り
、

屋
根
の
修
復
が
な
さ
れ
、
一
年
後
、
よ
う
や
く
授
業
を
再

開
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

子供達に教育を受ける環境を！！
そして、笑顔を！！


